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1) さしあたり，島恭彦， ，過密」と「過疎」の意味するもの， 1田9年， (，戦瞳民主主義の樟証」




























3) 北久 「電気経済論J1951年， 2， 7ページa
4) その典型として，アメリカの公益事業統制をみると，まず都市自治体による「営業特許契約」


































Hl4 (262) 第 112巻第3・4号
第 1表電気業経営内訳




6I，K89W 5 43，K59、V6 27，K10W 7 1909 154 57，126 
1914 461 460，355 30，368 376，936 177，93~ 158，846 255，826 
1919 611 762，124 88，116 576，259 221，078 237，234 833，474 
1920 648 949，409 118.177 658，726 249，744 279，308 951，487 
1921 696 1，200，068 149，760 759，141 329，036 322，700 1，065，136 
1922 702 1，507，94ヲ 188，2% 914，457 421，127 401，659 1，240，452 
1923 734 1 ，703，19~ 192.212 1，136.089 443，532 430，014 1，367，105 
1924 747 2，012，2口5 217，250 1，295，858 473，630 556，211 1，726，421 
1925 769 2，218，649 252，978 1，562，959 606，925 574，268 1，993，691 
1926 766 2，453，588 279，332 1，670，340 829，324 683，584 2，328，085 
1927 761 2，677，153 279，541 1，791，919 895，891 736，169 2，627，719 
1928 764 2，868，717 282，880 1，887ρlb 1，087，470 799，458 3，026，933 
1929 775 3，019，222 301，900 2，061，077 1，127.375 863.口48 3，490，034 





1914(大正3:年 一 町 i-5〉年
装備率|電化率 装備率|電化率 装備率|電化率
合 58.5 I 82.5 I 86.7 
5~9 28.5 27.4 46.0 56.9 76.6 84.4 
10"，29 48.8 26.1 65.0 58.7 87.2 86.3 
30~49 75.9 20.5 85.7 55.1 93.8 82.9 
50~99 87.7 23.7 92.8 59.8 97.3 88.0 
1日Or-v499 92.8 26.1 97.2 59.3 99.1 87.2 
500~999 96.8 33.7 100.0 69.1 100.0 95.8 
1，日00以上 97.6 36.7 99.4 55.7 100.0 80.4 
注南亮進「鉄道と電力J (長期哩済統計12)1965年.77ベージより作成.




第 3表電 イヒ 率
間1921'''+四2年|印3~+担4''I'1 1925'f'1軒叶1時1929年1930年
全工業 61，3 64.2 6L9 65，5 66，1 70，9 69，5 88，9 89，1 
繊維工業 51，3 56，4 57.6 61.0 62，6 64，5 67.1 68.7 93.4 90.1 
金属工業 60，3 48，5 54，9 5% 6L4 60，6 66，3 66，6 91，8 94，5 
機器工業 71，2 64，5 64，8 62，3 69，9 6L2 72，4 62，8 97，9 93，3 
化学工業 58，6 65，2 66，3 65，5 70，6 79.2 82.4 84.2 92，8 93，1 
注 1) 工場統計表より草出向















8) 野月塾大郎「日本費本主義発達奥J193C年 cr野呂栄太郎金集」上巻 19田年)156ベージ固
め 山田鹿士郎「日本資本主義分析J1934'年， 165-166ページ。
106 (264) 第 112巻第3・4号
第4妄電カ消費量における電気業主向家用
〔単位 100万五WH)
年 |電気莱| 恥 |自家用l叩
1906，-，1910 84 36.S 144 63.2 
1911~1915 326 52.5 295 47.5 
1916~1920 1，123 65.6 590 34.4 
1921~1925 2，382 68.8 L082211 31 z 
1926~1930 6，411 79.4 1，662i 20.6 
1931~1935 11，108 86.0 1，803 14.0 
1936r-v1940 19，025 83.6 3，686 16.2 










注 1) 各期間の平均。 19田'"'-'1910年は， 1907.，1911年 以後急速に増加し， 1926~30 
の平均





(千4軒18) l(千，4灯67j if 
1914 2，731 6，694 2.5 
1919 5，695 14，168 2.4 
1920 6，424 16，138 2.5 
1921 6，986 18，114 2.6 
1922 7，900 20，522 2.6 
1923 8，305 21，688 2.6 
1924 8，977 24，448 2.7 
1925 9，652 27，321 2.8 
1926 10，166 30，159 τ2.9 
1927 I 10，547 32，323 3.0 
1928 10，847 33，909 3.1 
1929 11，171 35，893 3.2 
1930 11，352 36，840 3.2 
1931 11，447 37，414 32 

















































































108 (266) 第 112者第3. 4号
第 7表水力発電所建設推移
ふ l間数医電RJr当出1発力り電平KV所話叫訓骨m止唱Z山hjth W品
lK，5W 6 KW 13K56W 0 1899 l 1，560 
1900 1 046 460 46C 
06 1 14，850 14，850 6，040 
07 2 18，700 9，350 15，000 
08 3 3，520 1，170 1，722 
09 
10 。ー 3，350 1，680 3，350 
11 2 11，700 5，850 10，8日
12 2 39，4口D 19，700 19，243 
13 5 128，050 25，610 74，730 
14 2 52，5口日 26，100 28，100 
15 1 12，1口。 12，100 8，66 
16 3 12，970 4，323 6，510 
17 1 3，450 3，450 2，150 
18 4 51，600 12，900 25，550 
19 14 58，52 1，170 35，361 
20 10 48，740， 4，874 34，950 
21 14 36，825 4，160 22，278 
22 21 117，127 5，570 63，570 
23 21 260，990 12，400 120，3日5
24 17 156，740 9，220 63，040 
25 20 182，850 9，110 87，475 
26 29 247，640 8，520 114，883 

































た。J (三宅清輝「日本の電気事業J1951年， 41へー ジ。〕








i9241 17954 5，912 2，042 19.3 
(大19正25613年〕年 9，181 7，024 2，157 11.5 
〔昭1和9271年〉年 10，477 7，84C 2，637 14.0 
12，978 10，116 2，862 12.9 
1928年 14，739 11，478 3，261 13.8 
1929年 15，871 12，312 3，559 11.3 
193日年 13，365 9，914 3，541 5.3 
1931午 18，102 12，998， 5，104 1.9 
第9表合併及事業譲渡件数
年 l件数 1年 |件数
1919 33 1925 35 
1920 1926 53 
1921 70 1927 45 
1922 73 1928 37 


































1910年 15 20 25 30 35 40 45 
註 5カ年移町平均。
南 f鉄.と動力J97ペーゲより.












127.847 163.608 263，439 438.897 399，942 
量制 (KW) 31，口99 38，3ア8 64，261 117，327 174，326 
灯 の定額に対する比(%) 24 23 24 27 44 
80，659 139，787 190，713 220，308 219，71 
量制
力 量の定額に対する比
56，259 150，911 263，191 418，297 468，532 




1919 104.1 75.0 
1921 1133 71.5 
1926 1口6.4 61.3 
1928 1口2.7 60.2 
1930 lQLO 60.2 


























































需要電力| 上じ 需要電力| 比
関 東 1，350 31.0 2，678 28.8 
中 部 348 8.0 883 9.5 
近畿 858 19.7 2，192 23.5 

















18) 名和統一 r~本資本主義と貿易問題J 1948竿， 22ベージ.
19) 栗原，前掲書， 80ベータ。
20) 山本正雄編「日本のム業地帯J1959年， "ベ ジ。
21) 向上， 14-15ベー タ.
22) 柴田植宿「現代都市諭J1967年， 95へ ジ.












会社名|送電線名除用開始|電(千vFFJ内部)1送電判 発 電 地
東京電灯猪苗代旧線 1914年 115 228 60 東
東京電灯群馬隷 1923年 110 189 40 京 利根川上流
東京電灯甲信線 向上 154 202 16日 東 京信濃川支流
大同電力第一大阪線 1924年 154 235 100 
大東名 古 京屋阪
木曽川筋
日本篭力大阪線 |司上 154 415 90 富山諸川及び飛騨川70 
東京電灯よ越新線 1926年 154 216 150 
信大阿目橋濃賀井川野川支，川 流只見川東京電灯猪苗代線 向上 154 293 12日東京
東京電灯 田 1"1: 品嘩 1927年 154 160 50 京浜 富士川
日本電力東京線 同卜 154 349 20 東 京黒部川
大同電力東京線 1929年 154 248 25 東 京天竜川
昭和電力北陸幹繰 同上 154 310 90 大 阪富山諸川
大同電力第一大阪線 1930'年 154 16日 100 大 阪木曽川
注 1) 会社名は建設時のものでなく，昭和5年現在の所有社名である。











1 長 野 54 362，117 109 898，823 
2 岐 阜 43 225，440 91 792，252 
3 新 潟 35 194，260 68 762，526 
4 富 山 29 121，062 58 651，492 
5 福 島 53 188，743 87 578，617 
6 群 馬 26 113，044 83 557，430 
7 静 岡 43 81，972 78 374，492 
8 山 梨 31 2日8，288 60 326，294 
@ 五十 4，941，926 
⑮ 全園田計 2，899，571 7，480，900 
I @/⑤悦〕 51.6 66.1 
注 1) 水力地点は， ユ地点10馬力以土。








































60.8%を占めるに至コている。 cr電気事業再編成史J1952年， 59ペー ジ。)
25) これら玉大電力抽占資オての市成過程については， どれら各電力会社の社史cr東京電灯株式会


















1917年 1，971 29邑 479 120 177 22 35 3，099 
18年 2，138 ~l f! 558 145 220 35 36 3，450 
19年 2，448 339 590 200 251 44 47 3，919 
20年 2，691 317 462 343 397 93 lOU 4，4m 
21年 3，064 375 728 203 358 65 59 4，853 
22年 3，028 380 745 204 359 65 59 4，840 
23年 3，302 432 735 274 323 62 75. 5，:W:J 
24年 3，468 435 781 157 334 59 78 5，312 
25年 3，865 436 837 169 308 66 89 5，774 
26年 3，637 459 1，039 226 332 61 101 5，855 
27年 3，80? 711 1，059 283 351 77 125 6，408 
21年 3，727 758 1)07 302 390 83 125 6，492 
君目撃;
3，753 688 1，356 308 375 86 117 6，6t;:l 
201 113 224 62 98 36 84 818 
3，878 618 989 270 297 46 44 6，242 
4，079 731 1，213 332 395 82 128 7，060 
注:豊崎近藤，我国電気生産の尭達過程， (下)， I社会政策時報」詞3号， 112へージ。


























26) 平沢要「電気事業経済講話」下巻， 1927年， 288-289ベージ。

























28) 拙稿1 前掲論文， 77-83ベジ。
29) 栗原編，前掲書" 95-97ペー シaζ¢他に東京市り「三電競争」については， ，逓信事莱史」
(前掲書，383-403ペ ジ)，陳的武L大東京に於ける電気事業の競争史 (1都市問題」第14巻第
4号， 61ー出ベ ク)， ，東京電灯開業五十年史J (刷掲膏:， 116-1却ペ ジ)などを参照。
30) ，逓信事業史」第6巻1 前掲書， 414-418ペー ジ。朽木情，京都市営電気事業の初期経営事情
と紅営目的り転換，大阪市大「経営研究」第58号， 109ヘーシ。





































































32) 拙稿J 前掲論文， 80-82ベ ク。
33) ，東J矢部財政史」中巻， 196包伝 408-409ベージ。

























36) 例えば， r報償契約」への逓信省の圧力など。〈拙稿，前掲論文， 83へージ。〉己れは，キがて
1936年の「地方自治体の電気事業の公営に関しては，収益の目標とするものは今後切認可しな
い」乙いう逓信大臣D発言となっていく。 【持，11':編，前掲書， 293ベ一三人〉





38) ζ の点で，育相~$民司氏の見解，即ち，市首電気自欠陥とし C，市制の非民主制と起慣の中央杭





























独占段靖におする日本雪景業発展と地崩拘電気業統制 C2Rl) 123 
地主の支配する水利組合の矛盾は，それほE表面化しない。ところが，独占段
階になると，大規模水力発送電技術の発達により.電力資本は独自に河川の大



















40) 佐藤武夫「水利経済論J1963年，62-67へージ。「逓信事業史」第6巻，前掲書， 161-168ベ ヲ.
41) 佐藤，前掲書， 16へー ジ。
42) 佐藤武夫「水の経済学J1965年I 109ー110ペ ク。
43) 1司上， 110-113ベー ジ固
44) 河川I行政， とりわけ発電水利行政については，平沢要「電気事業経済講話」上巻，第2章第2
節，水利権く1927年I 169-228ベ ジ)，安田E曙「水利権河川統制編(土木行政叢書第2巻)1
第 2章，発電Z間嶋 C194C年I 134-166ページL 渡辺洋三河川法・道路法，第1章第3節，利
水行政の展開と河川l行政の転換cr日本近代法発達史J6， 1田9年， 19-27ベータ〉を参照a
45) 佐藤「ホ由経済学」前掲書， 118ベ ミヘ
46) 同上.110ベー タ。




























49) 若山中蔵漏著「県外送電反対運動史J1923年. r富崎県宮電気復元運動史J19出年， 46-72へ
-"'/ 
50) r宮崎県経済史J1954年， 3叩ー381ベジ。










119i~'l' I 10月|悶|町|午すI2月 I3月| 計
月末現在 84 58 65 争議イと数
同 上 69 43 48 会社数
同 上 39 32 31 府県数
料金値下
屈出件数 25 36 29 











67 41 46 38 
50 32 37 30 
31 22 25 23 








































































係したもりは1 約半数といわれた.J (大門，前掲書， 134ヘ ジ。〉
57) 宮山の喧て丁争議については，後藤田豊二，富山の電気争議([都市問題」捕7巻第3号)，梅原陸
章 11928年¢電気争議一一独占企業に対する経済闘争J (1953年)， [逓信事業史J (前掲書，
4:10-438へー フ〉を参問。
58) 例えば，豊橋市の場合，その急速な盛上りの契機となったのは， 1930年1月渥聾半島全域にわ






128 (286) 第 112巻第3・4号
くなっている。ここに電灯料金争議が，地方の中小電力資本の供給地域におい
第17表電気料金指数左物価 (1914年二100)
一一項一一一同一一生一一一次一一J1919 I 1921 I 
1 定額電灯料金大都市 66.7 74.2 68.8 68.8 66.7 66.7 
中都市 96.3 103.8 103.8 98.8 96.3 96.3 
(10燭光〉
全 国 100.7 108.4 105.2 102.9 100.9 98.2 
従且電灯料金 大都市 85.1 86.5 75.7 73.6 69.6 68.9 
中都市 104.1 107.5 107.5 101.4 97.3 97.3 

















































130: (288) 第 112巻第3・4号
融資本の支配強化(1937年電カ連盟結成〕が考察されねばならないし，又この時期
以降，とりわけ顕著な発展をみる軍需工業，重化学工業の発展と大口電力需要
の激増，その利害を代表する軍部，革新官僚，新興財閥の動きと既存の電力独
占，旧財閥の関係が，さらには，その背後に電力外債問題として控える国際金
融資本の動きが考察されねばならなし、。これらの点を全面的にふまえたうえで，
本稿で考察した独占段階の地域的電気業統制，地域住民の運動と電刀国家統制
盆場の関係は，正確に補足されうるのである。又，当初の予定では，本稿で焦
点をあτた地域的電気業税制の一つの帰結として，日本公営竜気の特質とその
類型化を試み，日本電力供給機構，電力国家政策におけるその全体的位置づけ
をなす予定であったが，紙数の関係で本稿で取り上げることは困難であり，先
の諸論点と共に次稿で考察することとする。
